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津軽海峡に於げるサンマの

湘梯調査と漁業試験(第 1報)

帯藤市郎・三島清吉・阿部茂夫・荒木辰夫

ON THE MIGRATION OF PACIFIC SAURY (Colohus saim 

(BREVOORT)) IN TSUGARU-S百 AIT.(I)

Ichiro SAITO and Seikichi MrSHIMA 

(Facu1ty of Fisheries， Hokkaido Univ，ぽsity)

In order to c1arify the migration of both two grou戸 of.Pacific saury in the Japan Sea 

and ，the Pacific 0田anin the area of T:制，garu-Strait，the author" have surveyed the 

conditions of th位 migrationin the Tsugaru-Strait by fishingt田tusing Boke net (a type 

of lift net supported by poles). 

At the same time， they have invl回tigatedthe suitability of Pacific saury fishing as a 

comn町 dalen回 prisein Tsugaru-Strait. The authors have r，田ordedthe passage of the 

配hoolsof Pacific saury by using of田ho-soundぽ.

Th田einv，田tigationswぽ'emade wぽ'kingfrom the training boat“Hoku田i-m訂u"，in 
early No.v，回lber1952. 

Results obtained show-that the group of Pacific saury would distribute as they migrate 

from the mid-strait to the north-east. From the catch of t白tfishing， the r，白ultssugg回t

an encouraging 阿部P配:tfor such an enterprise甜 sauryfishiing. 

It has b記nsaid that Pacific saury could be gathered by fishing 1ights and sinks to 

det3> with elap田dlightenin，g time. R配 ordof the echo-soundぽ clearlyindicated that above 

stated facts are probably釘ue.

1. 緒 モ=i-
日

北海道及び青森県西岸の日本海区にifiil滋ナるサシマ群と太平洋西梅区(ヱPモ岬以西，津軽海映以

東〉のサシマ群の聞に，互に交流が行われるか杏かは未だ正確なととは判っていない。北海道周辺の

サシマの年齢及び種族に関ナる調3!t研変は，北海護区サシマ資源研究集団グループ仰に依り昭和26年

8月よ P始められており，東北海区水研でも，此の問題に関心を以って種k調査を進めている模様で

ある。日本海と太平洋のサシマ群の関連性を知るには津軽海映に於ける，それらのifnl瀞状況を生物学

的調査研賓と漁聾試験とに依り把握ナることが必要である。生物学的調査研択については，前記北海

道区水研において太平洋及び日本海群サシマについて，種々調査しているが現在の段階では種族及び

年齢とも有効な結論を引き出ナ迄には至っていない J 津軽海賊に於けるサシマのiP'1静状況が牛iJ明ナれ

ば，同海域に於けるサシマ漁業が成立ナるかどうかも判 t，従ってこの調斉研'究は道南漁業の現状か

らも意義ある事であろう。今日まで津軽海峡に於てサシマ漁獲試験が本格的に行われたととはなく，

秩季イカ釣漁中，火光に集まったものをグモ網などで掬い獲った程度のもので，陸岸の建網等にも大
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した漁獲はなかった。

昭和27年 7月中旬.北水研の繭原暁技官∞等は流網及びグモ網等を以つで海峡中部の葛登志燈台の

SEiE，45浬附近に於て稚魚く平均3.7cm)百数十尾及び若干の親魚をも漁獲したと云う o イカ釣

漁船が其の集魚、燈に集るサシマを掬い取る場所は，栴峡の東口北部の恵山岬附近で時期は9--11月で

ある。サシマ群が海峡を通過ナる主すれば.5-8月の春夏の候に，西より東へ向うものと.10、11月

の秩期に東より西に向うものと2つの場合が考えられるので，共の時期に海峡全域に豆 P調査ナれば，

i匝l瀞状況も判明ナるものと考え，著者等は27占師火期よ P漁業試験による調査を実施じ，同時に魚群探

知機 (14.oK・C，三段増幅〉に依る魚群記録をも観察したので，その結果をこ Lに報告ナる。

2. 調査研究法

調査時期は27年11月9日--12日の夜間で，漁船は北大水産学部練習舶北畠丸(104$.21011.')を使

用し，漁具は綿糸 3号.10節のサシマ流網を棒受網に改造した仮製のものである。集魚燈は 500Wの

もの 8筒即ち捜索燈与して右舷2筒〈育，白).誘導燈として左舷1筒(青〉を使用し，左舷側にて用

網した3 今回は海峡の中央部に当る汐首岬燈台以来の水域に於て，中流以北に重点を指向し，魚群探

索の方法は集魚燈を点じ，微速にて航走し或は停舶漂流して多数開集せる時には棒受網を用い，少量

の時にはグモ網に依るか単に目撃のみで確認した。

3. 漁業試験，調査経過

なお調査の経過概要は戎の如くである。(第 1 図参照)11月 9 日 18時20分頃恵山燈台の SE/E~E，

M 、 目 8.3浬附近くA)点〉にて漂流中，数
見岨 I~J 
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尾のサシマを認め，内2尾をグ

モ網にて掬い獲ったが.1尾は休



音響測深機にて捉えた魚群記録像の写真である。附近の漁舶乗組員の語るところによれば，この群団

は昼間はプPに温われて居 t，同水域には10月初旬より引続き大群が見られ，最初は魚休も大きかっ

たと調う。第1回調査は之にて打切り，翌日日は時化の為，出漁を中止し， 11日第2回の調査を実施

した。

11日の日波後，火光の刺戟効果が充分と息われる時刻に，汐首岬燈台DEjS，3-4浬附近く9日に

犬群と遭遇した水域〉にて集魚に努めたが魚群なく，同燈台のEjS，12.5浬 CE点〉では燈下に数十尾

が集ま t，数尾をグモ網にて掬獲した。然しこの魚群は大群に発達せや，同燈台のEts，M 浬CF点〉
附近の海面一帯には極めて少数群の醇泳が認められ.停舶ナれば致尾乃至数十尾集る程度であった。

その後，同水域よりD点に向け微速にて航走中，集魚燈照射圏の外縁に於ては，カモメが本舶と燕朔

同行しつ .¥.11雲k サシマを捕喰ナるを目撃したので.其の都度停舶したが常に濃群とは成ら?に終ったっ

22時20分頃.前記汐背岬燈台のEjS，3-4浬 (D点〉附近では相当差の魚群に発達したが，西風k力

4-5と成 t，潮流速し採業困難を極め，噌1回の操業にて約200尾を漁獲したのみである。当日の

汐肴岬以来の調査区域内に於ける水温は，何れも15.1-15.58Cの範囲であった。それよ P汐首岬燈台

のN700W，4.7浬 (G.点、〉の水温15.00Cにてサシマ 1尾を確認し， 12日1時30分間燈台の W;S，5理(

H点)，水溜16.8CCの水域に停舶漂泊せるも遂に魚群を認めなかった。

壬.漁業試験の結果

恵山岬のE-SE-Sより日浦岬，汐首岬の東方水域に亘る一帯では，極めて薄いサシマの・肱泳を認

め.日浦岬と汐首岬D中間， HI!芹1.0-1.5浬くI，D!点、)(津軽海!峡北部のワイ潮と主流の境界附近〉で

第 1表体長測定表

は大群を捉え約700貫漁獲した。汐首岬以西の石崎沖 (G点〉では1尾のサシマを目撃したが，汐肴岬

以来に居る大群が，果して同岬の西方に移動し.同海映を
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西行して日本海に出るか否かは未だ確かでないJ 汐肯岬一

日浦岬くI，D点〉で捉えた大群は，海映中心部を束に流れる

比較的高狸君主水に乗って太平洋に戻るのかも知れない。恵

山活・岸より吉武井を経て日浦岬までのワイ潮流域は14.00C

台の水で.海映の中心部は16-17CCの高溜.の水であった。

第 2回の調査の時，各水域に於て可成りの魚群が集りな

がら大群に発達したいのは，魚群が薄いのか，集魚燈の光

カが不足君主のか判然としなかった。友ぉD点において大量

漁獲したもの L中より50尾を摘出して体長測定を行った結

果， 24.3-29.6 cmで.平均27.0αnであった。

5. 昔響測深機に記録3れたサシ守魚群の像

第 2図は11月9日22時頃，汐首岬燈台のEjS，3.5浬附近

(D点〉に於て棒受網録業中に捉えたサシマ魚群の音測記録

写真である。表面水温は15.20C，水深は60mであった。既越の如く集魚燈は500W，右舷2箇〈青，白〉

左舷 1筒〈青〉で左舷側にて用網し，舶は停止漂流していた。風圧のため舶体の圧流淑しく，棋は浮

揚し勝で沈子(前石)は水面下10m附近に在った3 当初魚群は落付きなく，記録像を見ると表面より

概ね25m迄の聞に拡がっている。然し時聞の経過と共に落付きを見せ，右掴りに円を描いて瀧泳ナる
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第 2図音測によるサンマ苦手の記録

J伎になり ，表面より 15m附jftまでのグループと

35-せOm深度のグループの 2つの像が見られる

ようになtった， A点ではイ七j
を点じた1脇舜n問iH問;刊jの言記己録で，s点は此の反対の操作
による記録である。

魚、苦手が燈火の下に務付いてから，上下に 2つ

の像が現われているのは，サンマ(3)1，全長時間燈

火の下に集めておくと次第に深く潜る粁|立があ

ると云う事を立言Itするものであろう。巴[Jち今回

の漁業試験では漁網に事Ijさった魚、休を外ナのに

毎回，I-lj 成りの時間を貸した~，火'j't に.!Wl 'れた

ものは沈降し，後から集てコたものは表面近くに

倣泳していたものと判断される。

6.結 至五
ロCI

今回の漁業試験の!Iむ闘は津軽海峡の京宇都の

北側のみで，従って大した成果は得られなかっ

たが ， サンマが同1Þl'~~の取 ft刊に]o' I 'ì，尉ナること及

び同水域内に於て，場Ni-に依つては大鮮が存在

ナることを~，IIった。

f勾，従米サンマく4)魚、鮮が火光の下に集ll，J照

射時間の経過に伴い次第に深所に潜る ~q性 を有

すると言問われていたが， 今回の研究によって見

ても Echo-sョundぽ の記録像に，それが明かに

表われていた。

T旬 ， 本調1Eに於て ì((l~ したサ yマの資料は東

北7Ki併と北iN泣 水研に提供した。

市きりにEilみ集魚f置に00し御協力を頂いた本学

部三補助教授及び本v~主Eに終始協力された北黒

丸乗組員一同に対し:感謝の;監を表ナるo
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